














❖ 編 集 後 記
　太陽の陽射しが眩しい季節がやってきました。私は、夏
といえば幼い頃、毎年楽しみだった六月灯を思い出します。
六月灯とは、旧暦の6月（現在は7月）に鹿児島県内の神
社や寺院で行われるお祭りのことです。地元の人からは、
「ろっがっどー」の呼び名で親しまれています。皆さんの地元には、どんなお祭りがありますか？ 
その土地ごとの〝らしさ＂がある行事、大切にしていきたいですね。それでは、素敵な夏をお
過ごしください。（藤下）
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農業を支援する一員として、新規就農
の記事を拝読させて頂きました。農産物
栽培のノウハウを蓄積し、商品にしていく
新しい農業ビジネスの構想が、非常に興
味深い内容でした。今後の農業の発展
には、他業界からの人材の流入が必要
であり、そういった人材をサポートしていく
ことが日本公庫農林水産事業に求めら
れることだと思います。今後とも貴誌の
記事に期待しております。

（千葉県 旭市農水産課振興班 大村宏之 様）

関市の伝統的刃物産業にかかる記事
を興味深く拝読いたしました。「手工業か
らハイテクへの脱出」が課題として挙げら
れていましたが、トレードオフの関係にな
りやすい「生産機能の向上」と「雇用拡
大」をいかに両立するか、地方創生を目
指す同市の取り組みに注目していきたい
と思います。
（石川県 金沢市経済局商業振興課　　

中村文宣 様）

第4号の特集記事は「攻めの農林水
産業の展開」ということで、貴公庫が支
援された各地の先進事例が紹介されて
おり、大変興味深く拝読いたしました。特
に、同じ県内である藤沢市の企業事例
については、法人として都市型農業のノ
ウハウをプラットフォーム化することで、農
業参入を支援するという取り組みであり、

水源と豊かな自然を資産として持つ当
市においても、非常に参考になる内容で
ありました。今後も貴誌を通じての様々
な情報提供を参考として、貴公庫をはじ
めとする各機関と連携し、地域経済活性
化に取り組んで参りたいと思います。

（神奈川県 相模原商工会議所 
経営支援課 霜島祐亮 様）

「女性起業家を後押し」という記事を
読み、大変興味を持ちました。会社の創
業に係る全ての相談がワンストップでで
き、本業に集中できることはとても有難い
ことです。悩みを相談し合い、率直な意
見を交換しながら、お互いに切磋琢磨し
合う姿が想像できます。女性がさらに活
躍できる社会が作られ、柔軟なライフスタ
イルを送れることは、同じ女性として元気
をもらえます。

（福島県 石田智子 様）

人口減少は事業環境を大きく揺るがし
ており、当社でも商圏人口の減少、若年
層の採用難に直面しています。厳しい環
境ではありますが、私たち中小企業はそ
れを乗り越え、お客様に価値を提供し続
けることで、地域の活力維持に貢献する
所存です。行政、公庫をはじめとする金
融機関におかれても、一層の支援をお願
い申し上げます。

（栃木県 自動車販売業）

地域経済を支える小規模事業者の経
営環境は非常に厳しい状況です。大企
業には成し得ない特色のある商品作りや、
多く知恵を含んだ商品やサービスなど、

潜在的な魅力はたくさんあります。「地方
創生」として、地域の特性を生かした活
動を展開されている記事を拝読し、改め
て取り組むべきことの多さを実感しました。
（静岡県青色申告会連合会　森本淳一朗 様）

海士町の「島をまるごとブランド化」を
読んで、とても刺激を受けました。私の
住む兵庫県はとても農業が盛んな県で、
若い農業者も育っているように感じます。
海士町に負けないように兵庫県や地域
をブランド化して、農業を益々活気づけら
れればと思います。

（兵庫県 野菜生産、野菜卸）

名古屋支店（動く支店）の記事を読ん
で驚きました。女性・女性と言われるば
かりの時代かと思いきや、こんなに真剣
に女性の起業に取り組んでいる人たち
がいるんですね。というか、公庫さんはホ
ントに何でもやってるんですね。

（兵庫県 農家の嫁）

「地方創生」の取り組みに係る各組織
での具体的な施策についての記事で、
特に隠岐郡海士町のそれは大変興味深
く、また驚愕の気持ちにさせられました。
歴史ある地方での創生方法についての
具体的かつ実践的な行動で「よそ者の
発想」の認識が成功の鍵であると…。こ
れは民間金融企業でも必要な考え方で
あり、第三者になった気持ちで、その企
業の分析等を行い、経営者等の幹部は
その結果を素直に受け入れれば、今後
の展開に様々な活路を見出すことができ、
安定した経営に資することができるので
はないかと痛感した次第です。

（広島県 淵上勝伯 様）
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